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南極半島クルーズに行って来ました   

『南極クルーズ』は友人宅で見た南極半島のスライドが忘れられな＜て、何時か  

行ってみたいと温め続けていた夢の1つだった。山の仲間からは「何？それ」と馬  
鹿にされそうだが‥…・  

36年卒 長谷川ふみ子  

感㌢感ダ虚ダ感野  

ただ一つ自信があった体力にも最近かげりが見え始   

め、世界中行きたいところが山ほどある中から、先ず   

体力を必要とするところから優先順位をつけて、時間   

切れにならない内に出来るだけ沢山行ってみたいと考  

、ノぇていた。それで最近インド、中国、エジプト、モロッ   

コ等行って来たが、やはり南極はひと疎遠ったものだっ   

た。  

マリン・エクスペディションズが企画したツアーで、   

2月5日出発．2月18日帰国の2週間の旅。南極での   

実働は3日間。（南極は12月から1月が王で、2月は   

秋。3月から10月は冬期で船で南極半島に近づくこと   

は不可能。）  

デンマーク船籍（乗客90名位）、乗組員：北欧人、   

ツアースタッラ：アメリカ人、コック：フィリピン人、   

乗客：日本人の構成で、クルーズは南米アルゼンチン   

の最南端ウスワイアから始まる。日本を出て成田→ニュー   

ヨークが飛行廿で1Z時間、トランジットで6時間待ち、   

ニューヨークー→ブエノスアイレスが10時間。  

長旅の疲れをとる目的もあリブエノスアイレスで一   

日観光。夜は本場アルゼンチンタンゴの夕べを篇喫。   

翌日早朝ブエノスアイレス→ウスワイア（南米最南端）  

まで飛行機で6時間、夕方乗船するまで町を散策。目的の  

船に乗るまでに、実に3日半もかかったことになる。   

いよいよ乗船。荒れることで有名なドレーク海峡を2日  

半で南極半島近くに到着予定が、往きの瞬間最大傾斜が  

47．8度（普通大きくて38度位）で3日かかり、乗客の半  

数以上がひどい船酔いで、船内で予定されていた南極に関  

するレクチャーも出席者が少なかった模様。払も立つこと  

も食べることも出来ず、ベッドから落ちないように必死で  

しがみついていた。トイレに行こうとしてドアなどにぷっ  

かって全身青應ざの上、頭部を何針か括ってもらう人もい  

て、どうしてこんな船に乗ったのかと恨めしい思いだった。  

ところが南極半島に着いてみるとすばらしい世界で、船  

酔いのことなんかどこかに吹っ飛んでしまった。先ず、  

海の色が信じられない碧色。どうしてこんな色なのか。水  

がきれいだけでは説明出来ない何かがありそうな神秘的な  

色 我々以外船影も人影もー切ない。本船に寝泊まりして、  

南極半▲や周辺の▲々にゾディアックポート（渓流下りの  

ゴムボートと似ているが強力なエンジン付）で次々と上陸  

する。拝までの長靴にオーバーズボン、上はスキーと同じ  

くらいの服装。潅が艶やかで好天の、条件の良い時しか上  
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陸しない（出来ない）ので上陸中は噴かすきる位だが、  

すく近くに氷が浮かんでいる所をゾディアックが凄い  

スピードで走るので、風と水しぶきが刺すように冷た  

く、救命胴衣を書けていても海に落ちたら助からない  

かもと、全員必死の患い。   

南極の自然を守るために南極旅行条約でいろいろなこ  

とが決められている。上陸時には動物に近づきすぎない。  

ペンギンには5m以上、アザラシには15m以上近づかな  

い。彼らの繁殖や子育てなど生活を骨かさない距離を保  

ゾディアックで上陸  

つ。鳥の巣や苔などを踏まないように細心の注意を払っ  

て歩く。どんな小さなゴミも捨ててはいけない、拾っ  

てもいけない。食べ物飲み物は一切持ち込まない。ト  

イレもだめ。いかなる所にも“落書ぎ’などしてはい  

けない等。   

出会った動物は産卵、ふ化が終わったアデリーペン  

ギン、ジェンツーペンギン、ヒゲペンギンなどの親子  

とその集団（12月に行った友達はペンギン達がルッカ  

リーで卵を抱いているところを渡してきた）、大きな  

国体で大せそうに寝そべるゾウアザラシなどで、彼ら  

は人間を恐れることなく、まるで仲間だとでも患って  

いるように自然に振る舞い、我々は彼らの生活空間に  

お邪魔していると言ったこれまで経験したことのない  

動物とのふれあい方は実に爽快だった。   

南極概測基地を訪問して内部を見学したり、日本人  

の訪問は珍しいと基地にあるお菓子（主に乾燥果実）  

を全部出しての大歓迎を受けたりした。   

デセプション島lま元南極最大の捕鯨基地で、もう使  

用されなくなった大きい鯨油用のタンクや韓の処理工  

場の跡が残っていた。南極を自然のままに、美しくの  

スローガンから言えば撤去してもらいたいが、腋大な  

千用がかかると首うことなのか、歴史的事実として保  

存しておこうとの考えなのか、質問するのを忘れた．   

又ここには活火山があり、氷河の上に火山灰が陣り  

つもって一部灰色になっていたり、島の波打ち障の抄   

が地熱で温められ素足では火傷するほど熱く、小さい波  

がくると丁度良い入浴温度になるが、氷山からの大きい  

波がくると冷たくて震え上がってしまうというスリリン  

グな南極随一の温泉があり、何事も経竣と入ってみた。  

勿論更衣室はなく、外の温度はスキー場並み。濡れた水  

着の上に服を書込んでゾディアックで船に帰るのだがそ  

の寒かったこと。1時隈も放置されわば凍死■しそう。   

ルメール海峡を渡るときは透き通るような空色の氷山  

にぴっしり囲まれ、その神秘的な世界に引き込まれ甲板  

にいた人は全員声無し。シャッターの音だけと云う感動  

的な時限を経験したのだが、同じ頃、機関皇では船の全  

砕氷力を出し切ってやっと通過できたと曲をなで下ろし  

ていたそうだ．氷山に閉じこめられると動けなくなって  

遭難するし、もう少し後ではルメール海峡に入ることさ  

え出来なかったと言う。自然の大きい力を盛じ、我々の  

運の強さに感謝した。   

上陸した所はデセプション島の他、エレフアント島、  

クーパーピル島、キングジョージー島等と南極半島のパ  

ラダイスベイやニッコーハーバー等。   

帰りの船は行き以上に揺れ、瞬間最高傾劇50虔と青  

う想憺を絶する揺れ（新記録）の中、夕食時にマグカッ  

プでサーブされたスープが空を飛び、女医さんが食礪中  

椅子ごと倒れ、後ろのテーブルに頭を強く打って頸椎損  

傷、事稀室ではコンピューターが落下しマネージャーが  

足の骨を折るなど怪我人続出。   
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払は「行きの失敗は繰り返さない」と決心。上手に  

睾を飲み、山岳部で鍛えられた根性で、体の角度をしっ  

かり取リバランスよろしくトコトコと歩く技術を習得  

して快適な 

食後のデザートもお酒もしっかり味わい、レクチャー  

もバードウオッチング、ホエールウオッチングも楽し  

んだ。   

怪我人続出の後はなるだけ早く患者を病院に運ぶた  

めに最短距離を猛スピードでとばして2日余りで帰着。  

パトカーの出迎えを受けた。   

2週間の日程で実際に南極を楽しめたのはたった3  

日。一寸効率が悪い感じだが、船の中では毎日「南橿  

探検の歴史」「南極条約と南極の将来」「南極の科学  

と地理学」「南極の鯨」「海鳥」「極寒地でのダイビン  

グ」等興味雇いレクチャーが、それぞれの専門家によっ  

てスライドを交えて行われ、充実したプログラムだった  

と思う。それにしても夢のような3日間のために片道28  

時間の飛行機と3日間も船に揺られたのだから、余程物  

好きな集団だということになる。   

南極点踏破記事などで大きく報じられる南極大陸と、  

弘が行った南橿半島との差があまりに大きいのに驚いた  

りがっかりしていらっしやることだろう。私自身ももう  

少し厳しいものを期待していたが、南緯も遠かに異なる  

し、王秋の観光シーズンに概光客として訪れたのだから  

仕方あるまい。それなりに大きい発見もし、エンジョイ  

した。  

藤本さんから南極の山に関心があるとのリクエストがあったので送ってもらった資料や、船のスタッフ  

の話をまとめてみる。   

イギリスのアドベンチャー・ネットワーク・イン  

ターナショナル（ANl）がチリの南端プンタ・アレー  

ナスから南極のⅥNS仇MASSIF（4897m）（78  

35S，8525W）のベースキャンプまでスキー付き  

の飛行機を飛ばしている。（1時間20分）稟王の  

12月～1月がベストシーズンで、ベースキャンプか  

ら最低2日～2週間で頂上をアタックしてベースキャ  

ンプに。平均10日。山そのものは難しくないが、厳  

しい寒さと標高から14，000フィート以上の山の潅  

験、アイゼン、ピッケル等の高度な使用技術が要求  

される。グループまたは個人でどんな堂山をしたい  

カ喰Nlのスタッフとよく話し合ってプランを立てる。  

医療、助言、請査、地臥天気予報、食事、ガイド、  

シェルパー、賞し装備等堂山者の必要に応じて提供  

する。費用はチリのプンタ・アレーナスから南極往  

復と契約内容によって決まる。日本からチリまでの  

往復と，氷上飛行場（南極点近く）の条件によって  

はチリで出発を待つことが多く、その間の滞在費  

（物価は安い）は自己負担。  

VinsonMassif以外の可能性  

l．DronningMaudLand  

（7230S．12EontheedgeofthelndianOcean）  

1500mから3148mの山々。岩がよく、雪が少なく、   

24時間明るい。  

2．TransantarcticMountains   

南棲の兼から西へZOOOマイルも続き、100以上の未   

踏の山々。  

もっと詳しい憫はAN127London End，  

Beaconsfierd，Bucks，HP92HNUK．  

又は、MarineExpeditions   

東京区中央区日本橋兜町11－8票3共同ビル5F  

（Te＝）3－5623－3586）   

E－mail：khanaoka＠bd．mbn．or．jpの花岡さん迄。  
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ペルーアンデス プランカ山群への旅（1999．4．28－5．9）  

目指したのはビスコ峰（5，730m）  

S40年卒 佐々木惣四郎  

♯ ♯ ＊ ♯ ♯  

1）プランカ山群の主峰はワスカラン（6，768m）  

アンデスの中心はプランカ群であり、南緯9度西経  

77度に位置する。アジアのインドネシアチモール及び  

アメリカワシントンとほぼ同緯度、同程度である。  

つまり、熱帯に属するが、3，000m以上の高さに位置   

2）萱山のベストシーズンは6－7月  

アメリカン航空にてダラス経由リマ空港に到着した  

のは、ZO時間の空の旅を経てZ8日Z3：30であった。  

乗継時間がZ時間あったのであるが、ダラスヘの到着遅  

れでZO時間ぶっ通しの旅立ちとなった。   

翌Z9日は堂山基地ワラス（3，070m）へ8時間のパス  

の旅。つまり、海岸の砂漠地帯にある海抜Omから  

3，100mのワラスまで3，100mを登る。ちなみにバス  

代金はUS‡1Z．－であった。  

するため、高山気候帯となる。ペルー国内での位置は  

下田の如く、リマの北部にあたり、インカ舌代都市で  

有名な南部クスコとは反対の位置となる。   

プランカ山群の雨期は明け切っておらず、ホテルは  

閑散としたもので、ホテルから山が見えたのは帰る日  

の5月5，6日の朝のみ。ただし十分にエキゾチックで味  

のある楽しい撫であった。ワラスのホテルからの風景  

は、十分に堂山基地に価するものであり、5月6日の帰  

る日のアーベントロート（朝焼け）に輝くワスカラン  

峰は圧巻であった。  

3）順化萱山バストローリ（5，240m）へ  

4月30日ガイドと共に幸3Hで4，400m迄  

豊り、雪の斜面をコンテで至った。周囲の景  

色は、6，000m弱とはいえ、なかなかオツで  

素晴らしい。残念ながら、雪がやんだすく後  

で、周囲の景色はガスの中にほとんど消えて  

おり、時々見えただけであったが、雪景色は  

迫力がある。高度の影響は余りなかったが、  

日本の春山同様雪が腐っており、少しモグル  

だけで心臓に負担を感じた。頭痛がなかった  

というだけである。  

出発前の情報で、雨期明けが遅れておリ  

6，000m以上は積雪多く、静めるよう言われ  

ていたが、この雪では余程工夫しないとスムー  

ズに至れないと感じた。  

ホテルに戻って夜になると頭痛がしてきて、  

食欲もなく眠れなかった。この頭痛は高度に  

よるものか、時差14Hによるものか解らなかっ  

た。お粥を作って無理に食べた。  

4）ビスコ峰（5，730m）  

ベースキャンプに向け出発  

翌5月1日ガイド、コック、ポーターと主に  

ワラスよリユンガイに行き、ヤンガヌコ渓谷を  

抜けた場所の萱山口（3，700m）に1Z時頃着い   
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Cordulera5BlallCaandHua山anca  

た。この谷も素晴らしい谷で 有数の国立公歯である．   

目指すビスコ峰はポピュラーな山で、時期が早いと  

いうのが唯一のハンディキャップである。しかしこれ  

がやはり致命的であった。個人装備約20kg強有し、  

BC（4，300m）に入った。昨日は順化豊山の後、夜に頭  

痛が続きどうなるかと思ったが、朝から行動を開始す  

るとうまく治り、登山中も頭痛はなかった。しかしな  

がら荷物ポッカは心臓に応えた。  

このベースキャンプはランタン谷（ネパール）と酷  

似した地形で、谷は明るく、花は乱れ咲き、一人占め  

の登山で気分はよい。ただ、周囲の山々が素晴らしい  

のが解ったのは下山時で、萱りはガスにおおわれ全く  

見えず、下部の谷と草原のみよく見えた。  

5）BC（4，300m）よリCl（4，800m）へ  

朝7暗まで小雪が続いたが、9：20にClに向かう。  

氷河のモレーン越えで3日にて到着するも、周囲、上部  

はガスで全く見えす。   

昨日も行動中は頭痛しなかったのに、テントに着い  

てから軽い頭痛で食欲なく、食事は持参のす本食で、  

一人自分のテントで作った。結局行動中コックの世話  

になったのはスープだけであった。  

6）Clよリアタックー3，700mへ下山  

5月2月夜11時に起きるが星からの雪が全くやまず、  

とても出発できる状況になく待機していたら、小雪に  

なったので3日1時出発。   

ガラ場を少し行った後すぐ氷河になり、コンテで  

5，300r†のコルに迷いながら3：30到着．ただし、真っ  

白のホワイトアウト。コルは稜線で風車く、100m程  

登るが全く見えす。気温は一5℃位でそれほど寒くない  

が、風がこたえる。  

体力的には余裕があり、あと2時間で曇れることは  

解ったカt 全くおもしろくない。ガイドは良い人物だっ  

たが、英語はほとんど話せず、コミュニケーションで  

きず、状況がよくつかめない。  

まだ4時であり、時間待ちすれば夜明けには風も雪  

も止むことは十分予測できたが、温度が上がって下り  

のくさった氷河を下るのは気が進まず、打ち止めとし  

た。テント帰着は6時。  

8時に下山開始。ガイド、コックと3人である。下り  

の山々は素晴らしかった。荒れた天気の後で雲が早く、  

ワスカラン（6，768m）ワンドイ（6，395m）チョピカルキ  

（6，345m）チャクララフ（6，112m）が時たま見え、その  

末禄の大きさ美しさには驚かされた。ランタンリルン  

のべ一スキャンプと全くひけをとらないスケールと美  

しさである。   

／くス停の3，700m蓬の下りは長かったカ㌔ ガイドが  

個人芸傭を半分持ってくれたので、ルンルン気分で写  

真を撮りながら景色を味わった。全く美しい谷である。  

1，700mの下山とモレーン越えの新雪の道はかなり面  

倒で、バス停でついつい1時間昼寝。バスはいつ着くの  

か全く分からない。ただ、定期パスのハイエースを2時  

間待つことになり、16時、登山基地ユンザイに着く。  

ワスカランBCへの道を確認するためユンザイに泊まっ  

た。  

7）ワスラカンBC偵察   

幸い5月4日、朝2H程ワスカランが見え、車で登山口  

まで行きワラスにもどった。翌5日リマ峰ヘトレック。  

4，300m迄車で行き4，800m這登ったら、またまたガス  

におおわれ、やむなくホテルに戻り、山旅は穐わった．   
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由馬岳豊壌整地1g99．4．23＿4．26  

平均年齢53歳9名の登山記録  兵頭 渉  

メンバー：藤本（64）、小笹（62）、上堂（61）、苑樹（59）、上田（58）、  

藤村（55）、大島（52）、兵頭（51）、若林（20）の9名。年齢順。   

4月23日（金）   

兵頭車、京都大轟にて苑樹先輩と合流。22疇50分、  

松竹京都映画撮影所内駐車場出発、一路ヒュッテ雪繰  

を目指す。深夜2時過ぎにヒュッテ曹操到着。小笹車  

（小笹、上里、大島）の歓迎を受ける。3疇過ぎに藤  

本車（藤本、上田、若林）、藤村車（藤村）到着し明  

朝の予定打ち合わせ後就寝。  

4月24日（土）   

8時過ぎに全員起き出してき、大鋼でラーメンを作  

り朝食。6人用、5人用、3人用テント各1張り、ザイ  

ル40mX3本、スノーパー3本、スノースコップ1を持っ  

ていく事とし、10時前にヒュッテ雪線出発。   

大町の国道沿いのスーパーにて食料調達。白馬駅前  

で昼食を取り県道終点二股に13時半到着。車は二股ま  

で。猿倉までの林道が開放されるのは5月1日からとの  

こと。駐車場には5台程駐車しているだけで連休前の  

静けさか。   

猿倉までは除雪された舗装道路を、お役所仕事、こ  

となかれ主義を呪いつつ小雨のばらつく中を進む。猿  

倉山荘から完全な雪道、うっすらとのこるトレースに  

今日の入山者は我々だけかなどと思う。   

途中、白馬尻とガスの切れた主陵下部を望み明朝の  

取り付き場所を皆でワイワイいいつつ確認する。16時  

半白馬尻のテントサイト着。夕食、寝酒を済ませ明朝  

3帝半起き、5時出発を約し、20時前後に各テント就  

寝。  

4月Z5日（日）   

3人1組、3組がトップを交代しながら曇ることとし、  

霧雨の中5時過ぎにテントサイトを後にする。主陵末  

端から見上げると、眼前に広がる雪面にはあちこちに  

亀裂が入り直萱しにくそうなので、℡両石寄りを直上  

し、大きな雪のクラック下部に沿って左上へ。クラッ  

クを越えた所にできた書棚で1ピッチ日の休憩。八方  

尾根兎平のスキーロッジ、岩岳のスキー場などガスが  

晴れて見渡せる。ただ主楼上部は未だガスに包まれて  

いる。   

八峰への萱り始め3人パーティが下降してきた。訪ね  

ると昨夜八峰でテント泊、天気が思わしくない為下降す  

るとの事。八峰直下の台地では中年のパーティーがテン  

ト撤収作業中。同じく天気悪い為下降するとの事。昨日  

来ここより上部へ至ったパーティーはいない横だ．頂上  

直下の雪庇は残っているだろうか？。  

急な雪面を100m軽重り、八峰から伸びた稜線にでる。  

小さな氷柱を足損カlりに小さなピナクルを越えると、プッ  

シュと雪とゲラザラした産出地面の混在したリッジ。そ  

の後の急雪面の取り付きは雪がグサグサで、氷化した踏  

み跡にゆっくりと足を乗せて体重を持ち上げる。登り切っ  

た地点でサブエッセン。気温の上昇や降り続く霧雨で腐っ  

た雪が、ちょっとした切っ掛けで小さな雪崩となり、白  

鳥沢、大雪渓めがけて落ちてゆく。ドン、シヤー、ザアー  

と耳に届く青は近くの雪が崩れたかと一瞬繋領する。休  

憩中に後続の3人（学生）が、挨拶を交わしてトップ交  

代する。   

見事に両側に切れ落ちた細いスノーリッジを慎重に進  

む。曲がりくねった稜綴を、アップタウンを操り返し進  

むと、六峰への急な雪面にたどり着く。ザイルを出し上  

田さんトップで至り、そのままフィックスして全且六時  

集合。付近はテントが張れるくらいの平地が2カ所あり、  

小休止する。忘れかけたブルージックや確保術の現場講  

習会？に花が喋く。先行3人組にはどんなパーティーに  

映ったか。  

稜＃上には露出濃木は無くなり、雪だけで構成された  

リツジをトレース沿いに進む。流れるガスで先が見えず  

現在位置が確認できない。今日中に登り切れるだろうか？  

エスケープルートに使えそうな沢筋、乎洞の掘れそうな  

雪棚を探しながら進む。しばらくして先行パーティーと  

トップ交代。時々ガスが切れて白馬大池方面、国境稜＃  

が見えだす。気温は上昇を続けており主放から大雪渓、  

白馬沢へ向けて小さな雷朋が絶え間なく落ちている。小  

さなコプをいくつか超え進むうちに 突然日が射し、仰  

くと主峰、頂上直下書壁、2峰が見える。意外と近い。  
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今日の雪庇被りは我がパーティで。足取りも軽くな  

り、2峰の畳りも雪壁を直畳。ザイルフィックスし、  

全員頂上直下雪壁に集合。雪庇は発達しておらす、ルー  

トは目前の露岩下部を右に5mトラバースし、あとは  

真っ直ぐ約60mと計算。トップは若林君。ビレイは  

上田さん。右だ左だと先輩諸氏の話に耳を傾けるトッ  

プに、自分で判断して登るよう指示。30m付近でス  

ノーパーを打ち込みランニングビレイ。下から見ると  

雪の状態が悪そうな為、兵頭が途中でビレイすべくス  

ノーパー地点まで萱リビレイする。60度を超える傾  

斜の雪面の先に若林君の姿がかくれ、まもなく畳行完  

了のコールが届く。次々とメンバーが頂上に着く。皆  

嬉しそうだ。ラスト小笹さんがザイル回収しながら萱っ  

てくる。  

コール届きにくく、雪壁の端まで寄って小笹さんと  

若林くんのコール中継．ザイルアップー＞アップー、  

チョイダウン＞チョイダウン、・・・・   

「皆さ－んもう少し静かに、コールがきこえな～い」  

等怒鳴りながら、9人目畳頂。バンザイ、おめでとう。  

テントを出てから約11時間。霧雨も止み、薄日の射す山  

頂でワイン、オレンジ、紅茶で全員登頂と上田さんの58  

歳誕生日を祝う。   

下りは大雪渓を下る。左右の沢からの雪崩も巳が陰っ  

てから落ちてこず、膝まで潜るグサグサの雪渓を各自の  

ベースで進む。白馬尻テントサイトで休むまもなくテン  

ト撤収し、暗闇広がる雪道を雪明かりを頼りに猿倉へと  

急ぐ。19時過ぎ痕倉着。白馬から大町へ向かう道路沿い  

のファミレスで夕食．改めて全長の無事と、計画完遂を  

祝う。24時ヒュッテ雪接着．  

4月Z6日（月）   

先に帰阪する、藤村、上田、若林、3氏を送って残リ  

メンバーで山荘のメンテ、薪割り、駐車場隅の問題の切  

り株除去などの作業に汗を流す．  

★★★現役若林君の山行記より★★★  

4月25日   

朝飯のうどんをかっこみ外へ。雪はいい感じにクラストしており、  

アイゼン、ゼルブストなど全て装備して出発。そこここに巨大な雪の  

クラックが走り回る斜面を登る。稜線上へ出る最後の萱りが雪が少な  

いため非常に煉な感じになっていたカリ－ザイルで無事に萱り切る。  

そこから先は高度感のものすごいナイフリッジが続く。非常に爽快な  

気分である。ひとつピークを過ぎるとまた新しいど－クが顔を出し、  

アップダウンがなかなか激しい。やはり雪が少なめのせいか嫌な感じ  

のする萱りが敷か所現れる。ロープをフィクスしたりそのまま量った  

リリーダーの兵頭さんの指示に従い進む。突然薄畳りの空から太陽の  

光が届き顔じゅうが灼けた。主稜の醍醐味である最後の雪壁の萱りの  

トップをやらせてもらう。スノーパー2本をぷら下げて雪壁の下部にあ  

る岩を右から巻きまっすぐ登る。蹴れば締まり、階段の作りやすい雪  

の状態で非常に萱りやすい。最後の曹庇を乗っこすと目の前に頂上の  

銅盤があった。頂上で払の歩荷してきた大1のオレンジを食い、ワイ  

ンをいただく。   

小雪渓をシリセードで下り、大雪渓を堰け陣りる。途中でモンベル  

の2リットルのハイパロンスタッフバッグとシャルレのピッケルを拾い  

自分の物にする。テント頓につき撤収の準傭。やがて日が落ちヘドラ  

ンをつけての行動となる。猿倉についた時点ですでに真っ暗だった。  

そこからの林道歩きは長く、しんどかった。（若林健治）  
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市大山岳会行事報告   

◆バードウォッチング  

3月14日’金剛山  

メンバー 山辻、上堂、大島、上田夫妻、藤本夫妻、  

西田夫人、稲垣（会友）、宗臭（会友）  

◆ダイヤモンドトレール  

3月Z7日 雨のち曇リ  

メンバー 上皇、上田、大島、兵頚、藤本  

水越峠登山口（9：15）一葛城神社（10：45）一府の休憩  

所（11：05－11：45）一久留野岬（1Z：10）一中葛城山  

（1Z：ZO）一千早峠（1Z：50）一行看杉（13：30）一杉尾峠  

（13：50）一山の神（15：10）－紀見時駅（15：35）  

◆ポート祭  

事加者：上皇、大島、岡本、小笹、上田、佐々木、  

東野、兵頭、福山、八木   

5／23（日）第108回ポート祭が行われました。  

山岳会は今年は1艇の参加。残念ながら、1回戦敗退  

でした。その後の懇親会には、児玉学長が見えられ楽  

しく歓談しました。しかし、この日1番のハイライト  

lよ 自動車の免許を取られた岡本さんがマイカーに乗っ  

て来られたことでした。その岡本カーの前で記念写真  

をとり、解散しました。   

5月の最終日塔ということで今年は、5／30と払は  

患っていましたが、どうやら第4日嘩ということで開  

催されているようです。連絡が遅く、不備がありまし  

たことをお詫びします。  （八木記）  

◆「春の中央アルプス縦走」  

コース： ヒュッテ雪線～空木岳～桧尾岳～千畳敷  

期 間：4月30日（金）～5月3日（月）  

メン／ト：藤本（34経）、久保田（36経）、上田（40経）、西村（47経）、なつみ（妻）  

＜1日目＞ 4月30日（金） 晴れ後妻り  

ヒュッテ雪線（5：55）～（1Z：ZO）迷尾根～（16：30）空木平避難小屋（TSl）40mザイルFIX 4回  

＜2日目＞ 5月1日（土） 快晴  

TSl（7：05）～（8：ZO）空木駒峰ヒュッテ～（8：50）空木岳～（13：45）木曽殿山荘（TSZ）  

40mザイルFIXlO回  

＜3日日＞ 5月2日（日） 快晴  

TSZ（5：10）～（5：55）東川岳～（8：30）熊沢岳～（11：10）桧尾岳～（ll：45）避難小屋（TS3）  

40mザイルFIX Z回  

＜4日目＞ 5月3日（月） 曇り  

TS3（4：50）～（5：00）桧尾岳～（6：30）濁沢大峰～（8：20）島田娘～（8：55）千畳敷～（11：10）ヒュッテ雪線   

今回の山行計画は大阪に戻ってから初めてのことで  

あり、初めての中央アルプス、初めての雪山というこ  

とで大いに楽しみにしておりました。いよいよ入山、  

天気もよく、空木岳を目指して曇り始めました。時折、  

樹の間に見える南アルブスが美しく1揮いていました。  

思いの外、残雪が多く、丑山適も険しかった。靭めて  

のアイゼンで足は重いし、雪は課し。稜線に出ても、  

避難小屋まではまだ遠い。やっとの思いで書いた小屋  

はまるで冷凍庫。寒さと疲れで眠れぬ一晩でした。手  

を出せば届きそうな美しい月と冷たい凪が大自然の中  

にいることを美感させてくれました。   

二日目の空木岳頂上の眺望は兼晴らしいの一首です。  

好天に恵まれ、360度の大パノラマ。今回の山行に来  

れて、ここまで頭韻って良かったと思わず書びを■み  

しめました。書びもつかの間、厳しさが待ち受けてい  

ました。空木岳頂上からの下山には緊張しました。下  

を見下ろしたときの谷の深さ、若穣の凄さにぴっくり。  

落ちれば必ず死ぬだろうと思いましたが、不思鶉と  

恐怖感はありません。FIXザイルに守られただ着実に一歩  

一歩足を運ぶことばかり考えていました。振り替えれば、  

この時が山行中のハイライトだったでしょうか。  

後半の二日はアイゼンにも慣れ、体調も良く、少し余裕  

を持ち、少し緊張しながらアルプスの雪山縦走を楽しめ  

たと思います。   

今回の山行でより厳しい自然のなかにおかれた時こそ、  

生きているという実感が湧いてくるという山男の気持ち  

を少しは理解できたようです。厳しく、苦しい堂山ほど  

その達成感、充実感は何物にも変えがたく、人をオlこす  

るのでしょうか。得がたい雪山体験が出来たのも山岳会  

の先輩あってのことと思いますが、今払は大きな満足感  

に浸っています。しかし、雪山は今回で十分です。今後  

は甘のない、王山、秋山を通して、大自然の兼晴らしさ  

を休職したいと考えております。   

今回、同行していただいた皆様、温かいお心配りを∬  

き、有り難うございました。厚く御礼申し上げます。  

（西村なつみ冨己）  
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山岳会総会が開催されました  

1999年3月20日（土）於大阪弥生会館   

3連休の初日にあたったためか例年より少ないZ9名の参加でしたが、次のような報告がされました。  

詳細についてはお手元の総会資料をご覧下さい。  

■平成10年虔活動報告  ・会計監査報告  

・東京支部活動報告  ・平成11年度活動計画  

・現役活動報告  ・駒ヶ根山荘運営委員会報告（運営状況′行事計画′会計報告）  

・OB個人活動報告  ・講演 会且武部秀夫氏  

・会計報告  「1998ニンテンカンサ、メラピーク登山報告」  

出席者 大橋、池永、廣谷、大倉、橋本、川勝、高木、荻野、蒲原、藤本、浅部、小笹、久保田、  

東野、苑樹、佐々木、上田、藤木、島川、奥田、大島、兵頭、西村、福山、武乱 小倉、  

尾形、若林（現役）、大堀（賛助会見）  

平成11年度活動計画 以降のものをこ紹介します。詳細は各責任者まで。  

④6月  

⑤6月前半   

7月前半  

⑥8月5日㈱～15日（別  

新緑の中央アルプス散策■沢登り（山荘利用）   

是非とも推薦したい時期です。  

富士山   

アルプス目指し高度順化トレーニングを  

ヨーロッパアルプス合宿  

（責任者：久保田、田中）  

（責任者：佐々木）  

（責任者：佐々木、小笹）  

シヤモニ、ツェルマット、グリンデルワルドをベースキャンプに！  

散策も可能！  

⑦9月中旬  

⑧10月9日出～11日鯛）  

⑨11月後半  

⑩12月29日㈱～1月3日鯛）  

北アルプス・南アルブスの旅（山荘利用）   

（参考 上高地までZh、戸台まで1h）  

馬場島～叙岳 永田君を偲んで  

第6回バードウオッチング  

スキー及び冬山登山（山荘利用）   

冬の上高地・西穫西稜  

（責任者：福山）  

（責任者：廣瀬、芳田）  

（責任者：上堂、島川）  

（責任者：苑樹、大島）  

★★総会出欠はがきより抜粋★★  

池田書次 善寿（77才）になりましたが、まだ元気  

で毎週山歩きを続けています。  

白井t三（代筆） 父順三は昨年夏、肺ガンのため  

亡くなりました。お世話になり有り難うございました。  

信濃義雇 毎回出席できず申し訳ありません。95才  

の老母の介賓に手をとられ、時間がとれません。  

北濃祥二 4月に第2の職場を退職します。これから  

は丹沢の山々を楽しみたいと思っています。  

中井侍 4月より福井工業大学に勤務する予定です。  

近事哲也 昨年の秋、転勤で大阪に帰ってきました。  

山辻英世 めったにない連休ですので北頼通ヘスキー  

に行きますっ 十勝岳の下、白金温泉です。  

伴 明 3月は山スキーのシーズンゆえ目下トレーニ  

ングで忙しい週末を送っています。  

吉田均 この一年で定年退職します一又ゆっくりと  

山歩きできればと思います。  

横木九二男 新人合宿の思い出を投稿したところ、雑  

誌「旅」2月号に載せてもらえました。昨夏スイスの山々  

を思う存分見ることができました。  

岡野幸蔵 皆さん、現役・若い者以上に挑戦的で羨ま  

しい限りですっ山に行きたいという願望大いにあります。  

でも佐々木並みにはいきませんネ。  

宮崎多一郎 西村君より引き継ぎ、東京支部の会計を  

担当します。よろしくお願いします。  

t見浩司 静岡で地学の講演を聞きに行きます。卒論  

や大学院の選択の参考にするつもりです。  

林孝治 昨秋はプモリ（7，161m）に登頂できましたが、  

正月の剣岳（丸山中央山稜から）は敗退しました。  

壬廣恒夫 今年は1郁1道2府43県の山を48週、土日を  

使って登る予定です。「．古、るさと名山探訪」。  

住吉仙也 3月17日よりネバー一ルヘ行きます。   
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高所遮攻整地藍高所脳底汀岩∋払も竃  

メラピーク豊山より  武部秀夫   

昨年11月我々メラピーク同人は、タンプ山群の南端にあるヒンクー谷の源流、メラヒマールの主峰メラ  

ピーク（6，473m）に豊山しました。幸い登頂することができましたが、今回の登山には一つのテーマがあ  

りました。それはこの山をベースから2日間で圭頂し、戻ってくるということです。なぜこのテーマなの  

かといいますと、メンバー2人共この堂山の3ケ月前に、チベットのニンテンカンサ（7．206m）に遠征し  

ていました。1人は登頂、もう1人は6，400mまで至りました。一応高所順応ができているということで  

6，500mクラスの山へ速攻登山が可能か。3ケ月前に獲得した順化が活かせられるのか、という我々なり  

の答えを求めにメラピークに向かいました。（豊山の記録は総会時の資料を参照下さい。）  

メ缶   

しかしながら実際にはメンバー間一田囁応差があった。  

武部はおおむね問題なかったが、川上にとっては鼓し  

かったようだ。特に5，800mのハイキヤンプでアタッ  

ク当日の朝は食欲がなく水分以外はとっていない。登  

頂後ハイキヤンプ地点に下降するも嘔吐3回。ベース  

に下降した後も、また翌日4，300mに下降しても食欲  

なし。その翌日に回復といった具合だった。幸い全行  

程むくみ、頭痛はなく、体温、呼吸、脈拍は正常だっ  

た。武部と川上の差異は、夏のニンテンカンサ登山で  

の獲得高度の差異によるものではないかと考える。前  

の登山で武部は6，400mのC2に2泊し、最高獲得高度  

は7，ZO6m。川上は5，800mのClに10泊したがC2に  

は宿泊せず、C2へは2回荷揚げで至っている。最高獲  

得高度は6，400m。6，400mでの順応が、そこで宿泊  

したか否かの差異に起因していると考えられる。   

今回幸い事故はなかったが、5，800mの順化を1日  

かけてしておけば、川上も好調に登寧できたと思う。  

ネパール側隊員は、サーダーは毎年6，000m  

7，000m峰登山隊に参加していること、またコックは  

9月にサイバル登Lu隊に参加、10月にアイランドピー  

ク（6，160m）に登頂しているので全く速攻堂山に問題  

はなかった。  

P．S．7月～8月にHA」隊でチベット、チョムカンリ  

（7，048m）へ行きます。  

ふつうメラピーク登山を実施するにあたり、アプロー  

チは2，800mのルクラから4，600mのチェトラ峠へ一  

挙に1，800mの標高差を稼ぎ、いったん4，380mのチュ  

リカルカヘ下降するにしろ、5，000mのベースキャン  

プまでほぼ4，500mの高度を3日間行動することにな  

る。そのため高所順応の対処として多くの登山隊は、  

エベレスト街道でゆっくりと5，000mの順化をしたあ  

とメラピークへのアプローチに入る。またベースキャ  

ンプ以降は、メラ・ラにCl、さらに5，800m付近に  

C2を設け、荷揚げを兼ねて6，000m台の瀬化をし、  

いったんベースで休嚢して3日かけて登頂、下降する。  

よってエベレスト街道での順化に5日間、ベースキャ  

ンプへ6日間、豊山に8日間、帰路キャラバンに4日  

間、都合23日間、予備日を加えればルクラ出発帰着  

でほぼ1ケ月かかる。   

我々は3ケ月前にチベットのニンテンカンサ  

（7，206m）へ登山しており、武部は登頂、仙上は第2  

キャンプ6，400mまでと6，000m台の順応ができてい  

た。メラピークベース入りの前日タグナック  

（4，356m）の真山を700m萱‾F降し、5，000mの順化  

を慎重にするも、ルクラから5日でべ一スヘ入り、1  

日休妻の後5，800mのハイキヤンプで1泊、翌日萱頂  

しベースまで下山。つまリ2日間で5，000mのベース  

から6，473mのピークまで1，400mの標高差を萱下降  

し、翌日から帰尾に4日間の計13日間の速攻遠征だっ  

た。  

＜会員消息＞  

昭和11年高市 平野義明氏 平成11年5月11日ご逝去されました。  

昭和17年掌部 白井順三氏 平成10年王 ご逝去されました。  

謹んでご冥福をお祈り致します。  

市大山岳会ニュース  

大阪市立大学山岳会発行  

会長：池永井爾  

編集：矢倉睦  
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